別紙（第６条関係）
　事業計画書
	事業名
	

	申請コース
（該当に☑）
	☐　伝統文化コース　☐　江戸の伝統文化コース

	事業区分
（該当に☑）
	☐　区分A　ツアー・旅行商品の開発
☐　区分B　体験型観光コンテンツの造成
☐　区分C　観光誘客イベント

	１　企画の概要
(1)事業の目的（地域課題も踏まえた事業の必要性も記入すること）




(2)事業の内容（事業で取り扱う東京にある「伝統文化」及び「地域資源」とその活用方法を具体的に記載すること）





	２　実施内容・スケジュール
(1)具体的な実施内容




(2)スケジュール（発注から経費の支払までの一連のスケジュールを記入すること。）






(3)区分A（ツアー・旅行商品の開発）の詳細情報
	実施日程
	

	目標参加人数
	１回の実施あたり　　　人程度

	実施時間帯
	【出発】　　：　　　～　【解散】　　：　　　

	料金
	

	実施ルート(発着、経由)
	

	参加ターゲット層
	

	販売時期・実施回数など
	




(4)区分B（体験型観光コンテンツの造成）の詳細情報
	実施日程
	

	目標参加人数
	１回の実施あたり　　　人程度

	実施時間帯
	　　：　　　～　　　：　　　

	実施場所
	

	料金
	

	参加ターゲット層
	

	販売時期・実施回数など
	



(5)区分C（観光誘客イベント）の詳細情報
	実施日程
	

	目標来場者数
	

	実施時間帯
	【開始】　　：　　　～　【終了】　　：　　　

	実施会場
	

	参加ターゲット層
	





	３　各種要件（両コース対象）
(1)「伝統文化」及び「地域資源」の観光振興への活用方針



(2)地域の回遊性向上や再来訪を促進させる内容
①回遊性や再来訪を促す取組



②期待される地域への経済波及効果



③本取組が地域に定着し、将来にわたり継続的な集客に寄与すると見込める理由



(3)新規性
■以下のいずれか該当するものに☑を記入すること。
☐①これまでに実施したことのない事業
☐②既存の事業について改善を図り、新たな価値を付加する事業





■上記②に該当する場合、既存の事業内容（詳細）と、新たに追加・変更する内容及び方針を具体的に記入すること。



(4)広報手段



(5)計画性
行政機関等の許可等が必要な場合は、許可等の取得状況（取得済の場合はその旨を記載、今後取得見込の場合は取得スケジュールの見込を記載）についても記載すること。



(6)継続性
事業終了後の継続的な取組のほか、区分A（ツアー・旅行商品の開発）または区分
B（体験型観光コンテンツの造成）を申請する場合は、継続的な販売計画についても
記載すること。





	４　各種要件（「江戸の伝統文化コース」を申請する場合は記入必須）
(1)「江戸の伝統文化コース」の詳細情報
・活用する「伝統文化」と「地域資源」が東京都内に江戸時代及びそれ以前から存在することの証明（別紙での提出も可）



(2)江戸文化の魅力を伝える方法



(3)江戸の歴史・文化のストーリーの活用方法




	５　実施体制（民間事業者及びその他の法人は記入必須）
(1)連携する観光協会の名称



(2)本事業における連携内容、観光協会の役割



	６　事業の目標（KPI）と、その効果測定方法（参加者数、アンケート回答数等数値を用いて具体的に記入すること）
 
	KPI
	効果測定方法

	
	





＊記入欄が足りない場合は、適宜追加して記入すること。
＊経費内訳等は別紙「事業費経費別明細」に記入すること。

